































































(1)2002年のワールドカップ (W杯)については ｢敵 はあるが､先のことは
分からないo目の前の一日､一試合を大事にして､その先にW杯 (出場)があれば
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よい｣｡(毎日2000)












その中で田野村 (2002)と宮島 (1965)は実例を用いて調査 ｡分析を試みた論文であり､
管見の限りではこの二つの論文以外に実例を用いて調査 ｡分析をしているものは見当たら
ない｡以下､この二つの論文を概観し､問題のありかを提示していく0
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｢-な｣と トの｣の形式は文中で規定語として機能する点で共通している｡しかし､両
者は位置づけられる品詞の働きによって二つの形式は基本的に区別されている｡
















① @ ③ ④ ⑤
規定語になる形式 トの｣ ｢-の｣な トの｣｢-な トの｣ ｢-な｣
格体系の有無 有り 有り 無し 無し -
名詞 (第三形容詞)(第二形容詞)


















ひとかど- がらあき- 特別- 名誉- りんご-
無類- 泥だらけ- わずか- 秘密- 机-
｢-の｣ ｢-の｣述語 トの｣｢-な述語 ｢-の｣な述語 ｢-の｣述語
格体系の有無 無し 無し 無し 有り 有り
規定語の文法的意味 属性規定的 ※ 関係規定的
｢-の｣の形式の本研究 位置づけ (第三形容詞〉 名詞
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後の費用精算に支障が出る恐れがある｡(毎日2000)






























飾する ｢-な｣ と ｢-の｣の形式を含む用例を収集する調査を行う｡そして､その調査を通
して ｢-な｣と トの｣の形式が ｢どの語について､どういう割合で括れているのか｣､さら












トな｣の形式のみ 異質 (9)､異常 (9)､莫大 (6)､主要 (5)､真赤 (5)
著名 (4)､古風 (3)､神聖 (3)､不きげん (3)､不適 (3)､真暗 (3)､過剰 (2)､
高名 (2)､詳細 (2)､大好き(2)､手近 (2)､身近 (2)､意地悪(1)､いびつ(1)､
肝要(1)､最適 (1)､中途半ば(1)､透明(1)､非凡(1)､不名誉 (1)､奔放 (1)､
轟音 (1)､未熟 (1)､耳より (1)､無制限 (1)､有害 (1)
｢-の｣の形式のみ 普通 (54)､はじめて (18)､たくさん (13)､独特 (12)､かんじん (10)､かなり
(9)､たいてい (9)､個々 (8)､必死 (8)､よほど (6)､薄手 (5)､永遠 (5)､
最悪 (5)､適度 (5)､得意 (5)
固有 (4)､最良(4)､多額 (4)､直接(4)､太目(4)､無実(4)､あたりまえ(3)､
永久 (3)､大つぶ (3)､絶好 (3)､そっくり(3)､類似 (3)､古参 (2)､最善 (2)､
順当(2)､新鋭 (2)､相応 (2)､だぶだぶ(2)､手ごろ(2)､不動 (2)､不滅 (2)､
別々 (2)､未曽有 (2)､無限 (2)､名誉 (2)､文字どおり(2)､有数 (2)､洋風
(2)､良質 (2)､悪質(1)､一様(1)､腕きき(1)､重ね重ね(1)､型やぶり(1)､
金目 (1)､緊急 (1)､屈強 (1)､散々 (1)､新式 (1)､たいがい (1)､多忙 (1)､
多様 (1)､どっちつかず (1)､どろだらけ (1)､ないしよ (1)､抜群 (1)､非公
求 (1)､非能率 (1)､秘密 (1)､不要 (1)､真黒 (1)､無傷 (1)､無名 (1)
両形式が併用 いろいろ (45/35)､大事 (18/1)､意外 (13/2)､相当 (13/18)､特殊 (12/2)､わ
ずか(ll/ll)､さまざま(10/8)､特別(8/14)､別(7/32)､純粋 (6/3)､特有(2/
ll)､同様 (2/10)､独自 (2/7)､格別 (2/5)､当然 (1/21)､種々 (1/15)､共通
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正常 (4/1)､正式 (3/4)､特異 (3/2)､不審 (2/3)､別個 (2/3)､無用 (2/3)､
色白 (2/2)､好適 (2/2)､好調 (1/4)､上等 (1/4)､正反対 (1/4)､旧式 (1/2)､






































論文での表記 調査で対象とした表記 論文での表記 調査で対象とした表記
あたりまえ- あたりまえ-､当たり前- ないしよ- ないしよ-､内緒-
いろいろ- いろいろ一､色々- はじめて- はじめて-､初めて-､始めて-
腕きき- 腕きき-､腕利き- 人なみ- 人なみ-､人並み-
大つぶ- 大つぶ-､大粒- 不きげん- 不きげん-､不機嫌-
型やぶり- 型やぶり-､型破り- 太目- 太目-､太め-
かんじん- かんじん-､肝心- 真赤- 真赤-､真っ赤-
さまざま- さまざま-､様々- 其暗- 真暗-､真っ暗-
たいがい- たいがい-､大概- 真黒- 真晃一､真っ黒-
たいてい- たいてい-､大抵- 真青- 其 青 へ 真っ青 -
中途半ば- 中途半ば-､中途半端- 耳より- 耳より-､耳寄り-
手ごろ- 手ごろ-､手頃- 文字どおり- 文字どおり-､文字通り-
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【表 5】全体の 用例数
新聞 現代小説 明治 小説 合計
11164 801 509 12474
15858 1011 905 17774

















トな｣ 9713 739 10452
トの｣ 13687 951 14638
合計 23400 1690 25090
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【表7】分析対象語別結果 (共時的観点)
毎日2000 現代小説 毎日2000 現代小説
｢-な｣ ｢-の｣ ｢-な｣トの｣ ｢-な｣ ｢-の｣ ｢-な｣…仁の｣
悪質 271 0 6 1 たくさん 0 444 0 22
あたりまえ 1 253 0 9 多様 519 0 8 1
厚手 0 13 0 9 中途半ば 109 0 17 0
意外 328 2 22 0 直接 0247 0 12
異質 51 12 15 2 著名 138 0 8 0
異常 289 ll 33 3 手ごろ 48 0 6 0
異色 0 124 0 6 手近 17 0 4 12
いろいろ 862 15 58 2 当然 7 455 6 59
色白 0 5 3 14 透明 103 19 33 14
薄手 010 0 7 同様 37 1150 5 9
永遠 1 178 0 14 特異 153 1 6 1
大つぶ 0 37 0 12 独自 10 980 5 13
格別 9 28 6 4 特殊 304 1 31 0
過剰 3 155 12 0 特定 0 534 0 19
かなり 2 387 1 78 独特 10 980 4 23
かんじん 73 157 6 17 特別 408 115 23 17
旧式 1 15 1 5 特有 5 56 0 10
共通 7 312 0 23 はじめて 0 1043 0 69
高名 32 2 5 0 反対 0 273 0 22
個々 0 328 0 8 必死 7 100 2 ll
古風 31 1 12 0 秘密 1 105 0 13
固有 5 62 0 6 不き-げん 13 0 14 0
最悪 4 313 1 9 不審 202 6 9 3
最善 0 92 0 6 普通 0868 0 77
さまざま 3044 43 84 8 刺 43 2814 61 114
種々 1 64 0 8 別個 0 12 0 6
純粋 112 8 22 4 別々 0 67 0 7
詳細 230 4 8 1 真赤 88 0 17 0
正式 228 25 6 14 真暗 23 0 13 1
正常 165 4 27 4 真黒 25 1 8 0
正反対 1 62 0 13 身近 456 2 9 0
絶好 2 222 0 9 無限 0 61 013
相当 214 128 17 26 無実 0 54 0 22
そっくり 9 17 2 8 無用 24 37 2 5
大事 546 0 47 0 文字どおり 0 41 0 6
大好き 186 0 5 0 よほど 0 36 0 9
たいてい 0 65 0 25 わずか 255 31 49 6
表7から分析対象語の調査結果によって､大きく二つの場合に分けることができる｡
⑳ ｢-な｣と トの｣の形式が併用されている場合 (5.1,)
⑳トな｣と トの｣の形式がどちらか一方の形式のみで使用される場合 (5.2.)
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5.1. ｢-な｣と トの｣の形式が併用される場合













































100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%


































0% 20% 40% 60% 80% 100%
グラフ8:最悪一
口r-な｣lr-の｣
0% 20% 40% 60% 80% 100%
(C) [固有-､特有-､共通｣ :｢-な｣の形式が新聞のみで現れている｡






0% 20% 40% 60% 80 % 100%
グラフ10:絶好-
ロ トな ｣■ トの ｣





5.1,2.新聞 ｡小説で ｢-な｣と ｢-の｣の形式が占める割合に変化があるもの
この傾向に属する9語はグラフからさらに以下の二つの傾向を導くことができる｡
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(彰 新聞 ｡小説で ｢-な｣と ｢-の｣の形式の占める割合が逆転しているもの
【表8】形式が占める割合による対象語の分類
新聞 小説
格別-､過剰- ｢-な｣の形式<｢-の｣の形式 ｢-な｣の形式>トの ｣の形式




























0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%







⑳｢-な｣の形式< トの｣の形式 :無用へ そっくり一､かんじん-



























｢-な｣ 547 437 984
｢-の｣ 626 739 1365
合計 1173 1176 2349
E表10】分析対象語別結果 (通時的観点)
現代小説 明治小説 現代小説 明治小説
｢-な｣｢-の｣ ｢-な｣｢-の｣ トな｣ ｢-の｣ ｢-な｣ ｢-の｣
意外 22 0 20 9 手近 4 12 5 2
異常 33 3 8 1 当然 6 59 1 15
いろいろ 58 2 145 58 透明 33 14 10 1
色白 3 14 2 10 同様 5 9 3 21
永遠 0 14 0 7 特別 23 17 13 17
大つぶ 0 12 5 2 特有 0 10 9 3
格別 6 4 3 12 はじめて 0 69 0 19
かんじん 6 17 5 36 反対 0 22 0 42
旧式 1 5 3 8 秘密 0 13 3 10
共通 0 23 9 0 不審 9 3 7 9
個々 0 8 0 6 普通 0 77 6 186
古風 12 0 19 2 別 61 114 10 31
さまざま 84 8 2 33 其赤 17 0 7 0
種々 0 8 33 38 真暗 13 1 12 0
純粋 22 4 8 ll 真黒 8 0 25 1
相当 17 26 2 35 無限 0 13 020
大事 47 0 ･32 13 無用 2 5 3 ll
たいてい 0 25 12 48 よほど 0 9 013
手ごろ 6 0 8 2 わずか 49 6 7 7
分析対象語の調査結果の中には､明治 ･現代のいずれの時代でも ｢-な｣と トの｣の形

















純粋-､さまざま-､ 明治 :｢-な｣<トの｣ く第二形容詞)｢-な｣
わずか-､不審-､格刺-､特別- 現代 :｢-な｣>｢-の｣
意外-､古風-､真黒 明治 .現代 ともに 現代ではトな｣の形
-､大事-､手ごろ- トな｣>トの｣ 式が単独で使われる
いろいろ-､異常-
当然-､色白-､相当 明治 .現代 ともに
-､同様-､別-､無用一 かんじん ｢-な｣<｢-の｣
共通-､特有-､大つ 明治 :｢-な｣>｢-の｣ く第三形容詞)(の候 現代ではトの｣の形
逮- 現代 :｢-な｣<｢-の｣捕)｢-の｣ 式が単独で使われる
手近-





















































0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%








0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%









































































































･ソーダ (?)な感じのメロディーを集めた- (新聞広告リー ド文)
p｢プチヒップ｣なカーゴ (non-noN0.1の見出し一部)
･スラムダンクな友情論 (本の見出し)














(7) おしゃれでスタイルよく見える人がそっと明かす r頂 盲= 丁 盲1ぉ話こそ､ヒ
ントの宝庫 (non-noNo.13)


























⑳秘密-:｢-ノ｣105例 ｢-ガ｣43例 ｢-ヲ｣104例 トニ｣53例
⑳名誉-:｢-ノ｣22例 ｢-ガ｣11例 ｢-ヲ｣152例 トこ｣17例












･と､ここまで塾 担 ､少しおわか｡いただけたでしょうか.(AERA No･22‥
本文p.ll)










伊藤左千夫 ｢野菊の墓｣/泉鏡花 ｢歌行燈｣｢高野聖｣｢婦系隣｣/長塚節 ｢土｣
<小説 (現代)>
CD『新潮文庫の100冊』
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